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内
閣
府
が
発
表
し
た
今
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
推
進
要
領
で
は
、令
和
6
年
4
月
6
日
か
ら
15
日

ま
で
の
10
日
間
を
運
動
期
間
と
定
め
て
い
る
。こ
の

時
期
は
、保
育
園
・
幼
稚
園
、小
学
校
、中
学
校
等
の
入

学
式
が
あ
り
、子
供
た
ち
も
新
た
な
生
活
が
始
ま
る

時
期
で
あ
る
。特
に
真
新
し
い
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
っ
た
小
学
生
を
見
る
と
、微
笑
ま
し
い
気
持
ち

に
も
な
る
が
、公
道
を
歩
く
子
供
た
ち
は
、ま
だ
十
分

な
交
通
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
。車
を
運
転
す
る
大
人
が

十
分
に
気
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
。こ
れ
は
自
転
車

に
乗
る
人
も
同
じ
で
あ
る
。

　
道
路
交
通
法
で
は
、横
断
歩
道
の
あ
り
な
し
に
関

わ
ら
ず
、歩
行
者
優
先
と
保
護
を
謳
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、今
年
は
3
つ
の
重
点
項
目
を
掲
げ
て
い
る
。

①
通
学
路
を
始
め
と
し
た
安
全
な
道
路
交
通
環
境
の

確
保
と
歩
行
者
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
、②
運
転
者
の

歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と
思
い
や
り
・
譲
り
合
い

運
転
の
励
行
、③
自
転
車
・
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
利

用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
、で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、自
動
車
は
非
常
に
便
利
な
道
具
で
あ

る
が
、反
面
、わ
ず
か
な
判
断
ミ
ス
や
故
障
、ト
ラ
ブ
ル

で
多
く
の
人
を
巻
き
込
む
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
る
。あ
る
損
害
保
険
会
社
が
発
表
し
た
自
家
用
車
へ

の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
搭
載
率
は
、約
52
％
で

あ
っ
た
。5
年
前
、神
奈
川
県
の
東
名
高
速
道
路
で
起

き
た
あ
お
り
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
が
引
き
金
に

な
っ
て
、ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
普
及
が
進
ん
だ
。

こ
の
事
故
以
前
の
普
及
率
は
約
15
％
で
あ
っ
た
。

　
高
速
道
路
や
国
道
、県
道
が
危
険
と
い
う
わ
け
で

も
な
い
。農
道
だ
っ
て
危
険
は
い
っ
ぱ
い
潜
ん
で
い
る
。

「
思
い
や
り
と
譲
り
合
い
」の
気
持
ち
を
持
っ
て
ハ
ン

ド
ル
を
握
り
た
い
。

農 政 連 情 報 誌農 政 連 情 報 誌

みどりの風 vol.412

今月の表紙「夕陽、育む」 (撮影：大崎　貴之 様)　第12回 未来に伝えたい農業・農村の風景フォトコンテスト入選作品

発
行
／
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟

　熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
2-

3

　電
話 

0
9
6-

3
2
8-

1
2
8
4

　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
6
年
4
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
先
日
、本
屋
で
雑
誌
に
落
語
の
Ｃ
Ｄ
が
添
付
さ
れ
て
い

る
の
を
目
に
し
て
、す
ぐ
に
購
入
し
ま
し
た
。平
成
13
年
に

63
歳
で
亡
く
な
っ
た
古
今
亭
志
ん
朝
、古
典
落
語
の
名
手

と
し
て
知
ら
れ
た
落
語
家
で
す
。古
今
亭
志
ん
朝
は
、落
語

四
天
王
の
一
人
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。他
に
は
立
川
談

志
、橘
屋
圓
蔵
、三
遊
亭
圓
楽
を
指
し
ま
す
。年
配
の
皆
さ

ん
な
ら
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
名
前
で
し
ょ
う
。

　
私
が
、落
語
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、大
学
生
の
こ

ろ
、飛
行
機
の
中
で
イ
ヤ
ホ
ン
越
し
に
聞
い
て
い
た
落
語

で
す
。Ｊ
Ａ
Ｌ
名
人
会
や
全
日
空
寄
席
と
し
て
チ
ャ
ン
ネ

ル
が
あ
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
Ｔ
Ｖ
で
毎
週
日
曜
日
の
夕
方
に「
笑
点
」を
ご

覧
に
な
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。軽
快
な

話
し
方
と
落
ち
が
何
と
も
言
え
な
い
妙
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。

　「
寄
席
」っ
て
、行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。私
が
最
初

に
行
っ
た
の
は
、新
宿
の
末
廣
亭
で
す
。ホ
ー
ル
み
た
い
に

大
き
な
と
こ
ろ
で
は
な
く
、山
鹿
の
八
千
代
座
み
た
い
な

小
屋
で
し
た
。落
語
だ
け
で
な
く
漫
才
も
あ
り
ま
し
た
。

　
私
が
好
き
な
落
語
家
は
や
っ
ぱ
り
柳
家
小
さ
ん
師
匠
で

す
。永
谷
園
の
お
茶
づ
け
の
Ｃ
Ｍ
に
も
出
て
い
て
、愛
嬌

た
っ
ぷ
り
の
丸
顔
が
好
き
で
し
た
。半
面
、剣
道
7
段
の
腕

前
で
自
宅
に
道
場
も
作
る
程
の
剣
道
愛
の
持
ち
主
で
し

た
。

撮影：河本　ふみえ 様

「水張り水田」

第12回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品
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熊
本
県
知
事
選
挙
　木
村
敬
氏
が
当
選

令
和
5
年
度
農
政
連
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
と

第
１2
回
農
業・農
村
の
風
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
を
開
催

祝

▲フォトコンテストで入賞した5名の皆さん
（左端は中央会の宮本会長、右端はRKKの森本局長）

▲研修会で挨拶を行う
　　　農政連の宮本隆幸委員長

　
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟
は
3
月
6
日
、
熊
本
市

内
で
「
令
和
5
年
度
農
政
連
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
に
は
、
農
政
連
委
員
、
生
産
者
代
表
、
青

壮
年
部
・
女
性
部
代
表
、Ｊ
Ａ
・
連
合
会
役
職
員
な
ど

約
3
3
0
名
が
参
加
、
実
に
5
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
、
農
政
連
の
宮
本
隆
幸
委
員
長

（
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
会
長
）
は
「
農
政
を
め
ぐ
る
情

勢
は
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
を
は
じ
め
、
価
格
転

嫁
や
物
流
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、
重
要
課
題
に
対
す

る
実
効
あ
る
具
体
的
施
策
と
万
全
な
予
算
の
確
保
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
本
日
の
研
修
会
で
は
講
演
内

容
の
「
農
政
を
め
ぐ
る
情
勢
」
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

農
政
連
の
盟
友
が
一
丸
と
な
っ
て
農
政
連
推
薦
候
補

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
「
農
政
を
め
ぐ
る
情
勢
」
と
題
し
、
日
本

農
業
新
聞
編
集
局
副
局
長
の
岡
田
健
治
氏
に
よ
る
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
岡
田
氏
は
、
食
料
安
全
保
障
を
掲
げ
る
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
、
農
業
の
持
続
的
な
維
持
・

発
展
、
適
正
な
価
格
の
形
成
に
向
け
て
、
今
国
会
の

情
勢
を
踏
ま
え
講
演
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
研
修
会
に
先
立
ち
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本

と
Ｒ
Ｋ
Ｋ
熊
本
放
送
主
催
の
「
第
12
回
未
来
に
伝
え

た
い
農
業
・
農
村
の
風
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
四
季
折
々
に
移
り

ゆ
く
素
晴
ら
し
い
風
景
を
未
来
の
子
供
た
ち
に
残
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
で
12

回
目
を
迎
え
、
本
年
度
は
1
6
4
名
、
6
6
9
点
の

応
募
が
あ
り
、グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
小
山
賢
吉
さ
ん
（
八

代
市
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
受
賞
者
・
受
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
今
月

号
（
5
月
号
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
作
品
を
ご
応
募
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
県
知
事
選
は
3
月
24

日
、投
開
票
が
行
わ
れ
、無
所
属
で
立
候
補

し
農
政
連
が
推
薦
し
た
前
熊
本
県
副
知
事

の
木
村
敬
氏
が
、同
じ
く
無
所
属
新
人
の
3

氏
を
大
差
で
退
け
、当
選
し
ま
し
た
。

　
知
事
選
の
投
票
率
は
49
・
63
％
と
な
り
、

前
回
の
45
・
03
％
を
4
・
60
％
上
回
り
ま
し

た
。

　
球
磨
村
を
除
く
44
市
町
村
で
前
回
の
投

票
率
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
期
日
前
投
票
を
行
っ
た
人
は
、全
有
権
者

の
22
・
67
％
に
の
ぼ
り
、前
回
よ
り
6
・
10
ポ

イ
ン
ト
伸
び
ま
し
た
。

　
国
の
政
治
と
カ
ネ
の
問
題
が
連
日
取
り

ざ
た
さ
れ
る
な
ど
、政
治
不
信
が
渦
巻
く

中
、熊
本
県
の
将
来
を
考
え
る
選
挙
で
あ
る

こ
と
や
16
年
ぶ
り
の
新
知
事
誕
生
に
よ
り

注
目
度
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
投
票
率
が

上
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
木
村
新
知
事
は
当
選
の
報
を
受
け
て「
熊

本
地
震
か
ら
の
8
年
間
、私
達
県
民
は
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
創
造
的
復
興
を
成
し
遂
げ
た
。

こ
の
流
れ
を
続
け
て
い
こ
う
と
い
う
県
民
の

意
識
が
一
つ
に
な
っ
た
と
思
う
。ま
ず
は
、人

吉
・
球
磨
の
復
旧
・
復
興
を
1
番
に
し
っ
か
り

後
押
し
し
て
い
く
、そ
し
て
T
S
M
C
進
出

の
プ
ラ
ス
効
果
を
県
内
に
広
げ
て
い
く
と
と

も
に
心
配
さ
れ
て
い
る
課
題
に
一
つ
一
つ
的
確

に
応
え
て
い
く
。こ
れ
か
ら
の
県
政
の
課
題

は
山
ほ
ど
あ
る
。T
S
M
C
に
関
す
る
渋
滞
、

地
下
水
の
問
題
、そ
し
て
農
業
・
漁
業
・
林
業
・

畜
産
業
、地
域
の
商
業
、観
光
再
生
、建
設
な

ど
地
場
産
業
な
ど
し
っ
か
り
支
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と

を
揚
げ
ま
し
た
。

　
選
挙
戦
で
木
村
氏
は
T
S
M
C
問
題
に

関
連
し
、「
農
地
不
足
に
対
し
、代
替
農
地
の

確
保
な
ど
で
営
農
継
続
を
丁
寧
に
支
援
す

る
。熊
本
の
水
資
源
を
確
実
に
保
全
す
る
た

め
、代
替
水
源
の
確
保
や
地
下
水
涵
養
の
拡

大
に
取
り
組
む
。ま
た
、渋
滞
解
消
に
向
け

て
、道
路
環
境
改
善
や
バ
ス
増
便
な
ど
公
共

交
通
利
用
拡
大
に
着
手
す
る
」と
の
考
え
を

示
し
て
い
ま
し
た
。

　
木
村
氏
は
、蒲
島
県
政
の
よ
き
流
れ
を
引

き
継
ぐ
と
し
、蒲
島
知
事
の
バ
ト
ン
を
し
っ

か
り
と
握
り
し
め
、「
く
ま
も
と
新
時
代
を

築
く
」を
掲
げ
、自
民
党
や
公
明
党
の
推
薦
、

さ
ら
に
は
各
種
団
体
の
推
薦
を
得
て
戦
い

ま
し
た
。

▲初当選を果たした木村敬氏

知
事
選
開
票
結
果
（
選
管
最
終
）

　
当
選
3
8
3
、0
1
0

　
　
　
　
　
　
木
村
　
敬
　
　
無
・
新

　
　
　
2
8
7
、7
5
0

　
　
　
　
　
　
幸
山
　
政
史
　
無
・
新

　
　
　
　
2
2
、1
1
6

　
　
　
　
　
　
毛
利
　
秀
徳
　
無
・
新

　
　
　
　
　
8
、7
1
6

　
　
　
　
　   

宮
川
　
一
彦
　
無
・
新

河　本　ふみえ
大　崎　満洲美
前 田 正 憲
笠 　 朋 佳
中　川　めぐみ
高 柳 創 志
谷 川 秀 嗣

谷　津　由利子
田 上 　 歩
桜 木 樹 里
桜 木 信 宏
奥 村 　 勝
下 城 彩 美
片 桐 宏 子

嶋 本 宏 美
渕 上 絵 里
住 吉 絹 子
福 永 亮 二
米 田 順 子
緒 方 正 光

（ 菊 池 郡 ）
（ 葦 北 郡 ）
（ 熊 本 市 ）
（ 熊 本 市 ）
（ 菊 池 郡 ）
（ 宇 土 市 ）
（ 宇 土 市 ）

（ 熊 本 市 ）
（ 熊 本 市 ）
（ 合 志 市 ）
（ 合 志 市 ）
（ 熊 本 市 ）
（ 熊 本 市 ）
（ 八 代 市 ）

（ 熊 本 市 ）
（ 八 代 市 ）
（ 宇 城 市 ）
（ 熊 本 市 ）
（ 熊 本 市 ）
（ 阿 蘇 市 ）

未来に伝えたい農業・農村の風景

フォトコンテスト入選作品決定！フォトコンテスト入選作品決定！

「伝統を守って」 
小山　賢吉 (八代市)

グランプリ

「天気に恵まれて」 
日當　國親 (八代市)

RKK賞

「夕陽、育む」 
大崎　貴之 (西原村)

JAグループ熊本賞
「採りたてスイカ最高！」

倉橋　早妃 (合志市)

おいしい笑顔賞
「じいちゃんのおいも」

平野　華紅 (山鹿市)

たのしい未来賞（学生）
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　四季折々に移りゆく表情を見せる美しい農村の風景。その素晴
らしい風景を未来の子供たちに残したいという思いから始まっ
た、ＪＡグループ熊本とＲＫＫ熊本放送で主催する「未来に伝えた
い農業・農村の風景 フォトコンテスト」も今年で12回目を迎えま
した。

　県内で撮影された農業・農村にまつわる様々な風景の
一瞬を切り取った素晴らしい作品が毎年多数寄せられ、令
和5年7月から令和6年1月末まで実施した今回のコンテス
トにも、県内外から164名、669点の応募がありました。その
中から25作品が入選し、そのうち5作品が受賞されました。
　入選作品は、県庁ロビーやＲＫＫ熊本放送本社ロビー、Ｊ
Ａ会館、ＪＡ教育センターなどで展示されます。また、作品
の一部は「農村環境保全キャンペーン」のＣＭ素材や各種
印刷物の素材等として広く使用させていただきます。
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熊
本
県
知
事
選
挙
　木
村
敬
氏
が
当
選

令
和
5
年
度
農
政
連
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
と

第
１2
回
農
業・農
村
の
風
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
を
開
催

祝

▲フォトコンテストで入賞した5名の皆さん
（左端は中央会の宮本会長、右端はRKKの森本局長）

▲研修会で挨拶を行う
　　　農政連の宮本隆幸委員長

　
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟
は
3
月
6
日
、
熊
本
市

内
で
「
令
和
5
年
度
農
政
連
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
に
は
、
農
政
連
委
員
、
生
産
者
代
表
、
青

壮
年
部
・
女
性
部
代
表
、Ｊ
Ａ
・
連
合
会
役
職
員
な
ど

約
3
3
0
名
が
参
加
、
実
に
5
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
、
農
政
連
の
宮
本
隆
幸
委
員
長

（
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
会
長
）
は
「
農
政
を
め
ぐ
る
情

勢
は
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
を
は
じ
め
、
価
格
転

嫁
や
物
流
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、
重
要
課
題
に
対
す

る
実
効
あ
る
具
体
的
施
策
と
万
全
な
予
算
の
確
保
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
本
日
の
研
修
会
で
は
講
演
内

容
の
「
農
政
を
め
ぐ
る
情
勢
」
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

農
政
連
の
盟
友
が
一
丸
と
な
っ
て
農
政
連
推
薦
候
補

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
「
農
政
を
め
ぐ
る
情
勢
」
と
題
し
、
日
本

農
業
新
聞
編
集
局
副
局
長
の
岡
田
健
治
氏
に
よ
る
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
岡
田
氏
は
、
食
料
安
全
保
障
を
掲
げ
る
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
、
農
業
の
持
続
的
な
維
持
・

発
展
、
適
正
な
価
格
の
形
成
に
向
け
て
、
今
国
会
の

情
勢
を
踏
ま
え
講
演
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
研
修
会
に
先
立
ち
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本

と
Ｒ
Ｋ
Ｋ
熊
本
放
送
主
催
の
「
第
12
回
未
来
に
伝
え

た
い
農
業
・
農
村
の
風
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
四
季
折
々
に
移
り

ゆ
く
素
晴
ら
し
い
風
景
を
未
来
の
子
供
た
ち
に
残
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
で
12

回
目
を
迎
え
、
本
年
度
は
1
6
4
名
、
6
6
9
点
の

応
募
が
あ
り
、グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
小
山
賢
吉
さ
ん
（
八

代
市
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
受
賞
者
・
受
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
今
月

号
（
5
月
号
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
作
品
を
ご
応
募
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
県
知
事
選
は
3
月
24

日
、投
開
票
が
行
わ
れ
、無
所
属
で
立
候
補

し
農
政
連
が
推
薦
し
た
前
熊
本
県
副
知
事

の
木
村
敬
氏
が
、同
じ
く
無
所
属
新
人
の
3

氏
を
大
差
で
退
け
、当
選
し
ま
し
た
。

　
知
事
選
の
投
票
率
は
49
・
63
％
と
な
り
、

前
回
の
45
・
03
％
を
4
・
60
％
上
回
り
ま
し

た
。

　
球
磨
村
を
除
く
44
市
町
村
で
前
回
の
投

票
率
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
期
日
前
投
票
を
行
っ
た
人
は
、全
有
権
者

の
22
・
67
％
に
の
ぼ
り
、前
回
よ
り
6
・
10
ポ

イ
ン
ト
伸
び
ま
し
た
。

　
国
の
政
治
と
カ
ネ
の
問
題
が
連
日
取
り

ざ
た
さ
れ
る
な
ど
、政
治
不
信
が
渦
巻
く

中
、熊
本
県
の
将
来
を
考
え
る
選
挙
で
あ
る

こ
と
や
16
年
ぶ
り
の
新
知
事
誕
生
に
よ
り

注
目
度
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
投
票
率
が

上
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
木
村
新
知
事
は
当
選
の
報
を
受
け
て「
熊

本
地
震
か
ら
の
8
年
間
、私
達
県
民
は
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
創
造
的
復
興
を
成
し
遂
げ
た
。

こ
の
流
れ
を
続
け
て
い
こ
う
と
い
う
県
民
の

意
識
が
一
つ
に
な
っ
た
と
思
う
。ま
ず
は
、人

吉
・
球
磨
の
復
旧
・
復
興
を
1
番
に
し
っ
か
り

後
押
し
し
て
い
く
、そ
し
て
T
S
M
C
進
出

の
プ
ラ
ス
効
果
を
県
内
に
広
げ
て
い
く
と
と

も
に
心
配
さ
れ
て
い
る
課
題
に
一
つ
一
つ
的
確

に
応
え
て
い
く
。こ
れ
か
ら
の
県
政
の
課
題

は
山
ほ
ど
あ
る
。T
S
M
C
に
関
す
る
渋
滞
、

地
下
水
の
問
題
、そ
し
て
農
業
・
漁
業
・
林
業
・

畜
産
業
、地
域
の
商
業
、観
光
再
生
、建
設
な

ど
地
場
産
業
な
ど
し
っ
か
り
支
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と

を
揚
げ
ま
し
た
。

　
選
挙
戦
で
木
村
氏
は
T
S
M
C
問
題
に

関
連
し
、「
農
地
不
足
に
対
し
、代
替
農
地
の

確
保
な
ど
で
営
農
継
続
を
丁
寧
に
支
援
す

る
。熊
本
の
水
資
源
を
確
実
に
保
全
す
る
た

め
、代
替
水
源
の
確
保
や
地
下
水
涵
養
の
拡

大
に
取
り
組
む
。ま
た
、渋
滞
解
消
に
向
け

て
、道
路
環
境
改
善
や
バ
ス
増
便
な
ど
公
共

交
通
利
用
拡
大
に
着
手
す
る
」と
の
考
え
を

示
し
て
い
ま
し
た
。

　
木
村
氏
は
、蒲
島
県
政
の
よ
き
流
れ
を
引

き
継
ぐ
と
し
、蒲
島
知
事
の
バ
ト
ン
を
し
っ

か
り
と
握
り
し
め
、「
く
ま
も
と
新
時
代
を

築
く
」を
掲
げ
、自
民
党
や
公
明
党
の
推
薦
、

さ
ら
に
は
各
種
団
体
の
推
薦
を
得
て
戦
い

ま
し
た
。

▲初当選を果たした木村敬氏

知
事
選
開
票
結
果
（
選
管
最
終
）

　
当
選
3
8
3
、0
1
0

　
　
　
　
　
　
木
村
　
敬
　
　
無
・
新

　
　
　
2
8
7
、7
5
0

　
　
　
　
　
　
幸
山
　
政
史
　
無
・
新

　
　
　
　
2
2
、1
1
6

　
　
　
　
　
　
毛
利
　
秀
徳
　
無
・
新

　
　
　
　
　
8
、7
1
6

　
　
　
　
　   

宮
川
　
一
彦
　
無
・
新

河　本　ふみえ
大　崎　満洲美
前 田 正 憲
笠 　 朋 佳
中　川　めぐみ
高 柳 創 志
谷 川 秀 嗣

谷　津　由利子
田 上 　 歩
桜 木 樹 里
桜 木 信 宏
奥 村 　 勝
下 城 彩 美
片 桐 宏 子

嶋 本 宏 美
渕 上 絵 里
住 吉 絹 子
福 永 亮 二
米 田 順 子
緒 方 正 光

（ 菊 池 郡 ）
（ 葦 北 郡 ）
（ 熊 本 市 ）
（ 熊 本 市 ）
（ 菊 池 郡 ）
（ 宇 土 市 ）
（ 宇 土 市 ）

（ 熊 本 市 ）
（ 熊 本 市 ）
（ 合 志 市 ）
（ 合 志 市 ）
（ 熊 本 市 ）
（ 熊 本 市 ）
（ 八 代 市 ）

（ 熊 本 市 ）
（ 八 代 市 ）
（ 宇 城 市 ）
（ 熊 本 市 ）
（ 熊 本 市 ）
（ 阿 蘇 市 ）

未来に伝えたい農業・農村の風景

フォトコンテスト入選作品決定！フォトコンテスト入選作品決定！

「伝統を守って」 
小山　賢吉 (八代市)

グランプリ

「天気に恵まれて」 
日當　國親 (八代市)

RKK賞

「夕陽、育む」 
大崎　貴之 (西原村)

JAグループ熊本賞
「採りたてスイカ最高！」

倉橋　早妃 (合志市)

おいしい笑顔賞
「じいちゃんのおいも」

平野　華紅 (山鹿市)

たのしい未来賞（学生）

 （3）No.412　みどりの風　2024.4.15 No.412　みどりの風　2024.4.15（2）

　四季折々に移りゆく表情を見せる美しい農村の風景。その素晴
らしい風景を未来の子供たちに残したいという思いから始まっ
た、ＪＡグループ熊本とＲＫＫ熊本放送で主催する「未来に伝えた
い農業・農村の風景 フォトコンテスト」も今年で12回目を迎えま
した。

　県内で撮影された農業・農村にまつわる様々な風景の
一瞬を切り取った素晴らしい作品が毎年多数寄せられ、令
和5年7月から令和6年1月末まで実施した今回のコンテス
トにも、県内外から164名、669点の応募がありました。その
中から25作品が入選し、そのうち5作品が受賞されました。
　入選作品は、県庁ロビーやＲＫＫ熊本放送本社ロビー、Ｊ
Ａ会館、ＪＡ教育センターなどで展示されます。また、作品
の一部は「農村環境保全キャンペーン」のＣＭ素材や各種
印刷物の素材等として広く使用させていただきます。
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【
第
70
回
J
A
全
国
青
年
大
会
開
催
】

　
2
月
28
ー
29
日
に
東
京
都
内
の
会
場
で
、第

70
回
J
A
全
国
青
年
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
の
今
回
、大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン「
未
来
へ
種
を
蒔
こ
う
〜
農
業
っ
て
い
い
も
ん

だ
。〜
」に
向
け
、1
、0
0
0
名
を
超
え
る
全
国

の
盟
友
が
会
場
に
集
結
し
ま
し
た
。J
A
青
年

の
主
張
と
J
A
青
年
組
織
活
動
実
績
報
告
、看

板
コ
ン
ク
ー
ル
、動
画
コ
ン
テ
ス
ト
に
加
え
、令

和
6
年
能
登
半
島
地
震
募
金
や
寄
せ
書
き
、

E
X
I
L
E
　
Ü
S
A
さ
ん
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、今
大
会
な
ら
で
は
の
企
画

が
会
場
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。

　
J
A
青
年
組
織
活
動
実
績
発
表
で
は
、熊
本

県
か
ら
J
A
や
つ
し
ろ
青
壮
年
部
郡
築
総
支
部

が
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
を

果
た
し
ま
し
た
。皆
さ
ま
の
ご
努
力
に
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、次
回
は
ぜ
ひ
最
優
秀
賞
を

目
指
し
、こ
れ
ま
で
以
上
に
青
年
部
活
動
に
邁

進
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
全
青
協
執
行
部
の
皆
さ
ま
と
同
じ
オ
レ

ン
ジ
色
の
ネ
ク
タ
イ
を
着
用
し
、壇
上
に
て
挨
拶

し
ま
し
た
。本
国
会
で
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
が
、食
料
安
全
保
障
の
確

立
の
た
め
に
は
、合
理
的
な
農
畜
産
物
価
格
を
実

現
し
、担
い
手
の
皆
さ
ま
の
所
得
を
確
保
す
る
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
と
、お
話
い
た
し
ま
し
た
。会

場
で
皆
さ
ま
か
ら
頂
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
糧
に
、

4
月
以
降
本
格
化
す
る
国
会
議
論
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
令
和
5
年
度
J
A
グ
ル
ー
プ
農
政
推
進
の
集
い
】

　
3
月
8
日
に
J
A
グ
ル
ー
プ
農
政
推
進
の
集

い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
全
国
の
J
A

組
合
長
、都
道
府
県
中
央
会
会
長
は
じ
め
役
職

員
の
皆
さ
ま
に
ご
挨
拶
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、前
日
は
全
国
農
政
連
選
定
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、予
備
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。私

と
同
様
J
A
組
合
長
経
験
が
あ
り
現
在
ホ
ク
レ

ン
代
表
監
事
、全
国
農
政
連
の
参
議
院
議
員
選

挙
推
薦
候
補
者
で
あ
る
東
野
秀
樹（
ヒ
ガ
シ
ノ

ヒ
デ
キ
）氏
と
と
も
に
、日
本
の
農
業
の
更
な
る

発
展
の
た
め
、こ
れ
か
ら
一
緒
に
汗
を
流
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
い
る「
地
域
計
画
」策
定
の
推
進
を
は
じ
め
、

今
後
30
年
間
で
現
在
の
4
分
の
1
ま
で
激
減
す

る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
担
い
手
問
題
へ
の
対
応

具
体
策
や
食
料
の
適
正
な
価
格
形
成
の
仕
組
み

の
具
体
化
、環
境
と
調
和
の
と
れ
た
農
業
生
産

の
拡
大
な
ど
、農
政
の
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
応
え
て
い
く
具
体
的
政
策

に
つ
い
て
は
、法
案
成
立
後
、次
期
基
本
計
画
の

策
定
に
向
け
た
議
論
の
中
で
詰
め
が
行
わ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
際
、家
族
や
法
人
等
の「
協
同
」の
取
り

組
み
を
基
本
と
す
る
理
念
を
し
っ
か
り
踏
ま
え

た
、担
い
手
の
確
保
や
営
農
を
重
視
し
た
政
策

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。政
策
は
絶
対
に
間

違
え
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。今
後
と
も
国
民
の

「
食
」と「
農
」を
守
り
、「
地
域
」を
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
に
は
、行
き
過
ぎ
た
競
争
や
市
場
原
理

主
義
で
は
な
く
、Ｊ
Ａ
を
核
と
し
た「
協
同
」の

力
こ
そ
が
不
可
欠
で
す
。私
は
、こ
う
し
た
考
え

を
基
本
に
、農
業
者
の
皆
さ
ん
の
経
営
安
定
や
、

地
域
の
農
業
振
興
に
資
す
る
農
業
政
策
が
実
現

さ
れ
る
よ
う
、全
力
を
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
、被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
哀
悼
と

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。発
生
か
ら
3

カ
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、3
月
下

旬
現
在
、ま
だ
9
千
戸
以
上
で
断
水
が
続
い

て
お
り
、8
千
人
以
上
の
方
々
が
避
難
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。被
災
さ
れ
た

皆
さ
ん
が
、一
日
も
早
く
元
の
生
活
と
生
業
を

取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、全
力
を
あ

げ
て
復
旧
・
復
興
を
加
速
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、こ
こ
2
年
の
間
、光
熱
費
や
物
流
コ

ス
ト
の
上
昇
等
が
国
民
生
活
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
お
り
、農
業
・
農
村
に
お
い
て
も
、農

業
資
材
・
飼
料
価
格
等
の
高
止
ま
り
や
異
常

気
象
の
影
響
が
続
き
、農
業
経
営
は
、極
め
て

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
で
、「
農
政
の
憲
法
」と
い
わ

れ
る
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
法
案

お
よ
び
関
連
法
案
は
、去
る
2
月
27
日
お
よ

び
3
月
8
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、い
よ
い
よ

国
会
で
の
審
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　「
食
料
安
全
保
障
の
確
保
」「
環
境
と
調
和

の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」「
農
業
の

持
続
的
発
展
の
た
め
の
生
産
性
の
向
上
」「
農

村
に
お
け
る
地
域
社
会
の
維
持
」等
の
改
正

法
案
の
基
本
理
念
に
沿
っ
て
、輸
入
依
存
体

質
か
ら
脱
却
し
、わ
が
国
の「
食
」と「
農
」を

守
り
、「
農
村
」地
域
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
政

策
の
推
進
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、令
和
6
年
度
末
が
期
限
と
さ
れ

全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

百
姓
宣
言

全
国
・
県
農
政
連
推
薦

「
協
同
」
の
理
念
を

　 

基
本
計
画
策
定
の
基
礎
に

参
議
院
議
員
山
田
と
し
お
の

農

問
政

題
に

　
Ｊ
Ａ
れ
い
ほ
く
青
壮
年
部
は
30
名
と
い
う
少
な
い
盟
友
数
で
す
が
、部
長
の
松
本
昇
平
を
中
心
に
一
人
一
人
が
協
力

し
合
い
、Ｊ
Ａ
行
事
や
地
域
へ
の
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
盟
友
相

互
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
親
睦
を
兼
ね
、

ゴ
ル
フ
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

普
段
と
は
違
う
汗
を
か
き
、
意
見

交
換
会
で
は
様
々
な
意
見
が
あ
り
、

貴
重
な
懇
親
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。 ス

ポ
ー
ツ
大
会

　
3
Ｊ
Ａ（
れ
い
ほ
く
、あ
ま
く
さ
、

本
渡
五
和
）
で
作
る
天
草
郡
市
農

協
青
壮
年
部
連
絡
協
議
会
と
同
郡

市
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
協
議
会
合
同
で

米
の
消
費
拡
大
を
呼
び
掛
け
る
た

め
、
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い

ま
し
た
。
毎
年
、
早
期
米
が
収
穫

さ
れ
る
8
月
に
行
っ
て
お
り
、
一

般
消
費
者
へ
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ

2
0
0
袋
を
「
Ａ
コ
ー
プ
苓
北
店
」

新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
子
供
た
ち
に
農
業
の
こ
と
を
少

し
で
も
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

町
内
保
育
園
に
野
菜
の
植
え
付
け

を
指
導
し
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち

が
出
来
た
野
菜
を
食
べ
、
農
業
に

関
心
を
も
ち
、
将
来
の
担
い
手
に

繋
が
れ
ば
と
毎
年
続
け
て
い
ま
す
。

食
農
教
育

　
毎
年
、Ｊ
Ａ
総
合
祭

に
お
い
て
米
消
費
拡
大

を
兼
ね
、
杵
つ
き
餅
の

販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。
盟
友
だ
け
で
な
く
、

奥
様
方
に
も
手
伝
っ
て

い
た
だ
き
、
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で

餅
を
つ
き
、
格
安
で
即

売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
総
合
祭

▲特産のレタスを手に笑顔の盟友

▲JA総合祭で餅つきを行う盟友

▲直売所に並んだ地元のレタス

▲米の消費拡大を呼び掛ける盟友

▲スタンドでおにぎりを配布

▲JAグループ農政推進の集い▲トマトの苗を植える園児たち ▲保育園児に農業の大切さを説明

盟
友
が
栽
培
し
た
野
菜
や
果
実
の

直
売
も
行
い
、
地
元
産
農
産
物
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

で
、「
Ｊ
Ａ
―
Ｓ
Ｓ
れ
い
ほ
く
」
で

は
、
お
に
ぎ
り
に
し
て
配
布
し
ま

し
た
。

▲農政推進の集いの様子

▲JA全国青年大会で挨拶を行う
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【
第
70
回
J
A
全
国
青
年
大
会
開
催
】

　
2
月
28
ー
29
日
に
東
京
都
内
の
会
場
で
、第

70
回
J
A
全
国
青
年
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
の
今
回
、大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン「
未
来
へ
種
を
蒔
こ
う
〜
農
業
っ
て
い
い
も
ん

だ
。〜
」に
向
け
、1
、0
0
0
名
を
超
え
る
全
国

の
盟
友
が
会
場
に
集
結
し
ま
し
た
。J
A
青
年

の
主
張
と
J
A
青
年
組
織
活
動
実
績
報
告
、看

板
コ
ン
ク
ー
ル
、動
画
コ
ン
テ
ス
ト
に
加
え
、令

和
6
年
能
登
半
島
地
震
募
金
や
寄
せ
書
き
、

E
X
I
L
E
　
Ü
S
A
さ
ん
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、今
大
会
な
ら
で
は
の
企
画

が
会
場
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。

　
J
A
青
年
組
織
活
動
実
績
発
表
で
は
、熊
本

県
か
ら
J
A
や
つ
し
ろ
青
壮
年
部
郡
築
総
支
部

が
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
を

果
た
し
ま
し
た
。皆
さ
ま
の
ご
努
力
に
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、次
回
は
ぜ
ひ
最
優
秀
賞
を

目
指
し
、こ
れ
ま
で
以
上
に
青
年
部
活
動
に
邁

進
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
全
青
協
執
行
部
の
皆
さ
ま
と
同
じ
オ
レ

ン
ジ
色
の
ネ
ク
タ
イ
を
着
用
し
、壇
上
に
て
挨
拶

し
ま
し
た
。本
国
会
で
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
が
、食
料
安
全
保
障
の
確

立
の
た
め
に
は
、合
理
的
な
農
畜
産
物
価
格
を
実

現
し
、担
い
手
の
皆
さ
ま
の
所
得
を
確
保
す
る
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
と
、お
話
い
た
し
ま
し
た
。会

場
で
皆
さ
ま
か
ら
頂
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
糧
に
、

4
月
以
降
本
格
化
す
る
国
会
議
論
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
令
和
5
年
度
J
A
グ
ル
ー
プ
農
政
推
進
の
集
い
】

　
3
月
8
日
に
J
A
グ
ル
ー
プ
農
政
推
進
の
集

い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
全
国
の
J
A

組
合
長
、都
道
府
県
中
央
会
会
長
は
じ
め
役
職

員
の
皆
さ
ま
に
ご
挨
拶
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、前
日
は
全
国
農
政
連
選
定
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、予
備
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。私

と
同
様
J
A
組
合
長
経
験
が
あ
り
現
在
ホ
ク
レ

ン
代
表
監
事
、全
国
農
政
連
の
参
議
院
議
員
選

挙
推
薦
候
補
者
で
あ
る
東
野
秀
樹（
ヒ
ガ
シ
ノ

ヒ
デ
キ
）氏
と
と
も
に
、日
本
の
農
業
の
更
な
る

発
展
の
た
め
、こ
れ
か
ら
一
緒
に
汗
を
流
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
い
る「
地
域
計
画
」策
定
の
推
進
を
は
じ
め
、

今
後
30
年
間
で
現
在
の
4
分
の
1
ま
で
激
減
す

る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
担
い
手
問
題
へ
の
対
応

具
体
策
や
食
料
の
適
正
な
価
格
形
成
の
仕
組
み

の
具
体
化
、環
境
と
調
和
の
と
れ
た
農
業
生
産

の
拡
大
な
ど
、農
政
の
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
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え
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い
く
具
体
的
政
策
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つ
い
て
は
、法
案
成
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期
基
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計
画
の

策
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議
論
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で
詰
め
が
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と
と
な
り
ま
す
。
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協
同
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す
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ま
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策
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の
で
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後
と
も
国
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「
食
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農
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守
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地
域
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発
展
さ
せ
て
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す
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れ
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。
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3
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が
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以
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活
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・
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費
や
物
流
コ

ス
ト
の
上
昇
等
が
国
民
生
活
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
お
り
、農
業
・
農
村
に
お
い
て
も
、農

業
資
材
・
飼
料
価
格
等
の
高
止
ま
り
や
異
常

気
象
の
影
響
が
続
き
、農
業
経
営
は
、極
め
て

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
で
、「
農
政
の
憲
法
」と
い
わ

れ
る
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
法
案

お
よ
び
関
連
法
案
は
、去
る
2
月
27
日
お
よ

び
3
月
8
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、い
よ
い
よ

国
会
で
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と
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Ａ
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会
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の
消
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拡
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を
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期
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供
た
ち
に
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も
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町
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野
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の
植
え
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、
農
業
に

関
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を
も
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、
将
来
の
担
い
手
に

繋
が
れ
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と
毎
年
続
け
て
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ま
す
。
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農
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育

　
毎
年
、Ｊ
Ａ
総
合
祭

に
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て
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消
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拡
大

を
兼
ね
、
杵
つ
き
餅
の
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て
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ま

す
。
盟
友
だ
け
で
な
く
、

奥
様
方
に
も
手
伝
っ
て

い
た
だ
き
、
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で

餅
を
つ
き
、
格
安
で
即

売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
総
合
祭

▲特産のレタスを手に笑顔の盟友

▲JA総合祭で餅つきを行う盟友

▲直売所に並んだ地元のレタス

▲米の消費拡大を呼び掛ける盟友

▲スタンドでおにぎりを配布

▲JAグループ農政推進の集い▲トマトの苗を植える園児たち ▲保育園児に農業の大切さを説明

盟
友
が
栽
培
し
た
野
菜
や
果
実
の

直
売
も
行
い
、
地
元
産
農
産
物
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

で
、「
Ｊ
Ａ
―
Ｓ
Ｓ
れ
い
ほ
く
」
で

は
、
お
に
ぎ
り
に
し
て
配
布
し
ま

し
た
。

▲農政推進の集いの様子

▲JA全国青年大会で挨拶を行う
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Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
3
月
12
日
、熊

本
市
中
央
区
の
ホ
テ
ル
で
令
和
6
年

産
春
夏
瓜
類
・
春
野
菜
出
荷
大
会
を
開

き
ま
し
た
。生
産
者
や
全
国
の
取
引
市
場
、Ｊ

Ａ
関
係
者
な
ど
お
よ
そ
2
6
0
人
が
出
席
。

産
地
と
市
場
が
一
体
と
な
り
、販
売
目
標
金

額
3
5
5
億
円（
春
夏
瓜
類
90
億
円
、春
野
菜

2
6
5
億
円
）の
達
成
を
誓
い
ま
し
た
。全
国

に
向
け
て
い
よ
い
よ
熊
本
県
産
春
夏
瓜
類
と

春
野
菜
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
す
。

　
同
連
は
基
本
方
針
に
①
持
続
可
能
な
産
地

体
制
②
県
域
一
体
と
な
っ
た
円
滑
な
販
売
③

多
様
な
販
促
活
動
と
Ｐ
Ｒ
―
―
の
3
つ
を
掲

げ
、環
境
変
化
に
対
応
し
た
商
品
づ
く
り
と

安
定
供
給
に
努
め
、消
費
者
に
支
持
さ
れ
る

「
熊
本
ブ
ラ
ン
ド
」の
確
立
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。同
連
の
丁
道
夫
会
長
は
あ
い
さ
つ

で「
本
年
は
暖
冬
傾
向
の
な
か
で
も
1
月
の

降
雪
、2
月
の
降
雨
な
ど
寒
暖
差
の
激
し
い

シ
ー
ズ
ン
で
あ
っ
た
が
、生
育
は
お
お
む
ね

順
調
で
あ
り
、期
待
に
沿
え
る
青
果
物
を
消

費
地
に
届
け
ら
れ
る
と
確
信
し
て
い
る
。Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
と
し
て
、県
内
Ｊ
Ａ
や
Ｊ

Ａ
熊
本
果
実
連
と
の
連
携
を
深
め
、オ
ー
ル

熊
本
の
販
売
を
更
に
強
化
す
る
」と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　
令
和
6
年
産
に
お
け
る
春
夏
瓜
類
の
す
い

か
類
、メ
ロ
ン
類
の
作
付
面
積
は
生
産
者
の

高
齢
化
等
に
よ
り
減
少
傾
向
。春
野
菜
の
作

付
は
微
減
傾
向
だ
が
、ミ
ニ
ト
マ
ト
は
多
品

令
和
6
年
産
春
夏
瓜
類
・
春
野
菜
出
荷
大
会

販
売
目
標
金
額
3
5
5
億
円
目
指
す

目
か
ら
の
転
換
等
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
産
の
生
産
計
画（
3
〜
6
月
）は
、春

夏
瓜
類
で
作
付
面
積
8
0
3
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
前
年
比
96
％
）、出
荷
数
量
2
万
6
8
6
7

㌧
（
同
96
％
）
、
春
野
菜
で
作
付
面
積

2
5
1
9
ヘ
ク
タ
ー
ル（
同
99
％
）、出
荷
数

量
8
万
2
2
0
2
㌧（
同
1
0
0
％
）を
見
込

み
ま
す
。

 
 

▲挨拶をするJA経済連の丁道夫会長▲挨拶をするJA経済連の梶原哲専務

　
Ｊ
Ａ
全
中
と
全
国
農
業
者
農
政
運
動

組
織
連
盟
（
全
国
農
政
連
）
は
、
3
月

7
日
に
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
政
推
進
の

集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
度
は
、
自
然
災
害
の
激
甚

化
・
頻
発
化
な
ど
に
よ
り
、
生
産
現
場
は
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
他
方
、
気
候
変

動
や
世
界
的
な
人
口
増
加
、
中
東
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
な
ど
、
食
料
安
全
保
障
リ
ス
ク
の

高
ま
り
が
世
界
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

の
改
正
や
そ
の
関
連
法
・
施
策
の
具
体
化
に

向
け
た
検
討
、
食
料
安
全
保
障
対
策
予
算
を

は
じ
め
と
す
る
農
業
関
連
予
算
の
確
保
、
税

制
改
正
に
お
い
て
、
与
党
国
会
議
員
に
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
く
生
産
現
場
を

力
強
く
後
押
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
政
推
進
の
集
い
は
、

今
後
も
与
党
国
会
議
員
と
連
携
を
深
め
、
農

業
・
農
村
・
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
発
展
に
向
け
た

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
政
推
進
の
集
い
」が
開
催
さ
れ
る

農
政
の
さ
ら
な
る
推
進
を
期
す
た
め
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
主
催
者
挨
拶
で
、Ｊ
Ａ
全
中
の
山
野
徹
会
長

は
「
令
和
5
年
度
の
我
が
国
農
業
は
、
生
産

資
材
の
高
止
ま
り
が
続
く
一
方
で
適
正
な
価
格

形
成
が
進
ま
ず
、
生
産
現
場
で
は
、
ま
さ
に

危
機
的
な
状
況
が
続
い
た
。
令
和
6
年
度
は
、

食
料
安
全
保
障
の
確
保
に
向
け
て
、
改
正
基

本
法
の
理
念
を
い
か
に
し
て
、
施
策
と
し
て

具
体
化
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
一
年
で
も
あ

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
賓
と
し
て
登
壇
し
た
自
民
党
の

江
藤
拓
総
合
農
林
政
策
調
査
会
長
は
、「
新
し

い
農
業
、
新
し
い
視
点
を
し
っ
か
り
と
取
り
入

れ
な
が
ら
、
日
本
の
食
料
安
全
保
障
を
確
立

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
皆
様
方
と
対
話
を
欠
か
さ
ず
、
し
っ
か
り

と
議
論
を
重
ね
な
が
ら
新
し
い
政
策
を
実
現

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
公
明
党
の
稲
津
久
農
林
水
産
業
活

性
化
調
査
会
長
や
自
民
党
の
森
山
裕
総
合
農

林
政
策
調
査
会
最
高
顧
問
か
ら
も
力
強
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
、
次
期
参
議
院
選
挙
の

全
国
比
例
代
表
推
薦
候
補
の
東
野
秀
樹
氏
が

挨
拶
に
立
ち
ま
し
た
。

　JA中央会
　
Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
組
織
協
議
会
は
、

創
立
70
周
年
記
念
企
画
と
し
て
2
泊

3
日
の
記
念
旅
行「
伊
勢
神
宮
と
冬
の

京
都
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
企
画
は
、県
内
各
地
の
女
性
部
員
同
士

の
交
流
を
目
的
に
1
月
30
日
か
ら
2
月
1

日
、1
月
31
日
か
ら
2
月
2
日
に
か
け
て
2

泊
3
日
の
2
班
体
制
で
実
施
し
ま
し
た
。

県
内
各
地
か
ら
約
1
3
0
名
の
女
性
部
員
が

参
加
し
、京
都
御
所
や
東
寺
等
京
都
の
名
所

観
光
、伊
勢
神
宮
の
参
拝
、真
珠
加
工
体
験
等

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、1
月
31
日
に
は
2
班
合
同
の
交
流

会
を
実
施
し
、抽
選
会
や
各
Ｊ
Ａ
か
ら
の
出

し
物
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
の
太
田
桂
子
会
長
は「
県
内
女

性
部
員
の
皆
さ
ん
、そ
し
て
こ
れ
ま
で
本
協

Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
組
織
協
議
会

　
　
　
　
　
　
70
周
年
を
祝
い
記
念
旅
行

議
会
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
先
輩
方
の
お
か
げ

で
今
日
の
私
達
が
あ
る
。皆
さ
ん
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、こ
の
機
会
に
他
Ｊ
Ａ
の
皆
さ

ん
と
の
親
睦
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
」と

話
し
ま
し
た
。

　 JA経済連　農政連

　
こ
の
春
、
入
園
、
入
学
、
就
職
、
転
勤
、

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
ス
タ
ー
ト
な
ど
、
ご
自

身
や
ご
家
族
が
様
々
な
環
境
の
変
化
を
迎
え

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
し
ょ
う
か
。Ｊ
Ａ

共
済
で
は
、
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
の
総
合

保
障
で
お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な

保
障
を
ト
ー
タ
ル
で
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。
環
境

の
変
化
は
保
障
の
見
直
し
に
最
適
な
時
で
す
。
こ

の
機
会
に
、
ご
家
族
の
安
心
の
保
障
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　JA共済連　

J
A
共
済
は
、皆
様
の
新
生
活
を
応
援
し
ま
す

 ▲懇親会で挨拶を行う太田桂子会長

▲懇親会会場の様子
 

▲

京
都
の
五
重
塔
を
見
学
す
る
参
加
者

〜
変
化
に
対
応
す
る
新
た
な
挑
戦
〜

〈終身共済・医療共済・年金共済〉ご自身やお子様が新社会人として働
き始める方には、終身共済と医療共済、そして年金共済を併せておす
すめします。万一の時残されるご家族のための保障と、けがや病気に
備える保障、老後の資金については、若いうちから計画的に備えてお
きたいものです。

★★★ ひとの保障 ★★★

〈建物更生共済〉建物はもちろんですが、家財の保障を忘れていません
か？近年、大規模な地震や水災、夏の落雷によって、家財にも大きな被
害が出ています。一度に複数の家財が被害を受ければ、想像以上に出費
がかさむこともあります。ぜひ「建物更生共済 My 家財プラス」で万全
の備えを整えましょう。

★★★ いえの保障 ★★★

★★★ くるまの保障 ★★★
〈自動車共済〉高校卒業を機にお子様が自動車運転免許を取得されるご家
庭も多いのではないでしょうか。現在ご家庭にあるお車をお子様も運転さ
れる場合は、ご加入の自動車共済（保険）の運転者年齢条件等を必ずご確
認ください。また、お子様が自転車通学を開始される場合、「日常生活賠
償責任特約マモルモア」の付加をぜひご検討ください。熊本県では、令和
3年10月1日から自転車共済（保険）への加入が義務付けられています。

        

詳しくは、お近くのＪＡへ
お気軽にどうぞ！
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▲大会で主催者挨拶を行う全中の山野徹会長

▲大会で挨拶を行う江藤拓
　総合農林政策調査会長
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出
荷
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会
を
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ま
し
た
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全
国
の
取
引
市
場
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Ａ
関
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ど
お
よ
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2
6
0
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。
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と
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、販
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目
標
金

額
3
5
5
億
円（
春
夏
瓜
類
90
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2
6
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誓
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降
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月
の
降
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な
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寒
暖
差
の
激
し
い

シ
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ズ
ン
で
あ
っ
た
が
、生
育
は
お
お
む
ね

順
調
で
あ
り
、期
待
に
沿
え
る
青
果
物
を
消

費
地
に
届
け
ら
れ
る
と
確
信
し
て
い
る
。Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
と
し
て
、県
内
Ｊ
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や
Ｊ

Ａ
熊
本
果
実
連
と
の
連
携
を
深
め
、オ
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ル

熊
本
の
販
売
を
更
に
強
化
す
る
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決
意
を
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べ
ま
し
た
。
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者
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齢
化
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多
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ら
の
転
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ま
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。
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年
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の
生
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計
画（
3
〜
6
月
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、春

夏
瓜
類
で
作
付
面
積
8
0
3
ヘ
ク
タ
ー
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前
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比
96
％
）、出
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6
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％
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催
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い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
他
方
、
気
候
変

動
や
世
界
的
な
人
口
増
加
、
中
東
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
な
ど
、
食
料
安
全
保
障
リ
ス
ク
の

高
ま
り
が
世
界
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

の
改
正
や
そ
の
関
連
法
・
施
策
の
具
体
化
に

向
け
た
検
討
、
食
料
安
全
保
障
対
策
予
算
を

は
じ
め
と
す
る
農
業
関
連
予
算
の
確
保
、
税

制
改
正
に
お
い
て
、
与
党
国
会
議
員
に
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
く
生
産
現
場
を

力
強
く
後
押
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
政
推
進
の
集
い
は
、

今
後
も
与
党
国
会
議
員
と
連
携
を
深
め
、
農

業
・
農
村
・
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
発
展
に
向
け
た

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
政
推
進
の
集
い
」が
開
催
さ
れ
る

農
政
の
さ
ら
な
る
推
進
を
期
す
た
め
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
主
催
者
挨
拶
で
、Ｊ
Ａ
全
中
の
山
野
徹
会
長

は
「
令
和
5
年
度
の
我
が
国
農
業
は
、
生
産

資
材
の
高
止
ま
り
が
続
く
一
方
で
適
正
な
価
格

形
成
が
進
ま
ず
、
生
産
現
場
で
は
、
ま
さ
に

危
機
的
な
状
況
が
続
い
た
。
令
和
6
年
度
は
、

食
料
安
全
保
障
の
確
保
に
向
け
て
、
改
正
基

本
法
の
理
念
を
い
か
に
し
て
、
施
策
と
し
て

具
体
化
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
一
年
で
も
あ

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
賓
と
し
て
登
壇
し
た
自
民
党
の

江
藤
拓
総
合
農
林
政
策
調
査
会
長
は
、「
新
し

い
農
業
、
新
し
い
視
点
を
し
っ
か
り
と
取
り
入

れ
な
が
ら
、
日
本
の
食
料
安
全
保
障
を
確
立

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
皆
様
方
と
対
話
を
欠
か
さ
ず
、
し
っ
か
り

と
議
論
を
重
ね
な
が
ら
新
し
い
政
策
を
実
現

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
公
明
党
の
稲
津
久
農
林
水
産
業
活

性
化
調
査
会
長
や
自
民
党
の
森
山
裕
総
合
農

林
政
策
調
査
会
最
高
顧
問
か
ら
も
力
強
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
、
次
期
参
議
院
選
挙
の

全
国
比
例
代
表
推
薦
候
補
の
東
野
秀
樹
氏
が

挨
拶
に
立
ち
ま
し
た
。

　JA中央会
　
Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
組
織
協
議
会
は
、

創
立
70
周
年
記
念
企
画
と
し
て
2
泊

3
日
の
記
念
旅
行「
伊
勢
神
宮
と
冬
の

京
都
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
企
画
は
、県
内
各
地
の
女
性
部
員
同
士

の
交
流
を
目
的
に
1
月
30
日
か
ら
2
月
1

日
、1
月
31
日
か
ら
2
月
2
日
に
か
け
て
2

泊
3
日
の
2
班
体
制
で
実
施
し
ま
し
た
。

県
内
各
地
か
ら
約
1
3
0
名
の
女
性
部
員
が

参
加
し
、京
都
御
所
や
東
寺
等
京
都
の
名
所

観
光
、伊
勢
神
宮
の
参
拝
、真
珠
加
工
体
験
等

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、1
月
31
日
に
は
2
班
合
同
の
交
流

会
を
実
施
し
、抽
選
会
や
各
Ｊ
Ａ
か
ら
の
出

し
物
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
の
太
田
桂
子
会
長
は「
県
内
女

性
部
員
の
皆
さ
ん
、そ
し
て
こ
れ
ま
で
本
協

Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
組
織
協
議
会

　
　
　
　
　
　
70
周
年
を
祝
い
記
念
旅
行

議
会
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
先
輩
方
の
お
か
げ

で
今
日
の
私
達
が
あ
る
。皆
さ
ん
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、こ
の
機
会
に
他
Ｊ
Ａ
の
皆
さ

ん
と
の
親
睦
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
」と

話
し
ま
し
た
。

　 JA経済連　農政連

　
こ
の
春
、
入
園
、
入
学
、
就
職
、
転
勤
、

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
ス
タ
ー
ト
な
ど
、
ご
自

身
や
ご
家
族
が
様
々
な
環
境
の
変
化
を
迎
え

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
し
ょ
う
か
。Ｊ
Ａ

共
済
で
は
、
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
の
総
合

保
障
で
お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な

保
障
を
ト
ー
タ
ル
で
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。
環
境

の
変
化
は
保
障
の
見
直
し
に
最
適
な
時
で
す
。
こ

の
機
会
に
、
ご
家
族
の
安
心
の
保
障
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　JA共済連　

J
A
共
済
は
、皆
様
の
新
生
活
を
応
援
し
ま
す

 ▲懇親会で挨拶を行う太田桂子会長

▲懇親会会場の様子
 

▲

京
都
の
五
重
塔
を
見
学
す
る
参
加
者

〜
変
化
に
対
応
す
る
新
た
な
挑
戦
〜

〈終身共済・医療共済・年金共済〉ご自身やお子様が新社会人として働
き始める方には、終身共済と医療共済、そして年金共済を併せておす
すめします。万一の時残されるご家族のための保障と、けがや病気に
備える保障、老後の資金については、若いうちから計画的に備えてお
きたいものです。

★★★ ひとの保障 ★★★

〈建物更生共済〉建物はもちろんですが、家財の保障を忘れていません
か？近年、大規模な地震や水災、夏の落雷によって、家財にも大きな被
害が出ています。一度に複数の家財が被害を受ければ、想像以上に出費
がかさむこともあります。ぜひ「建物更生共済 My 家財プラス」で万全
の備えを整えましょう。

★★★ いえの保障 ★★★

★★★ くるまの保障 ★★★
〈自動車共済〉高校卒業を機にお子様が自動車運転免許を取得されるご家
庭も多いのではないでしょうか。現在ご家庭にあるお車をお子様も運転さ
れる場合は、ご加入の自動車共済（保険）の運転者年齢条件等を必ずご確
認ください。また、お子様が自転車通学を開始される場合、「日常生活賠
償責任特約マモルモア」の付加をぜひご検討ください。熊本県では、令和
3年10月1日から自転車共済（保険）への加入が義務付けられています。

        

詳しくは、お近くのＪＡへ
お気軽にどうぞ！
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▲大会で主催者挨拶を行う全中の山野徹会長

▲大会で挨拶を行う江藤拓
　総合農林政策調査会長
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内
閣
府
が
発
表
し
た
今
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
推
進
要
領
で
は
、令
和
6
年
4
月
6
日
か
ら
15
日

ま
で
の
10
日
間
を
運
動
期
間
と
定
め
て
い
る
。こ
の

時
期
は
、保
育
園
・
幼
稚
園
、小
学
校
、中
学
校
等
の
入

学
式
が
あ
り
、子
供
た
ち
も
新
た
な
生
活
が
始
ま
る

時
期
で
あ
る
。特
に
真
新
し
い
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
っ
た
小
学
生
を
見
る
と
、微
笑
ま
し
い
気
持
ち

に
も
な
る
が
、公
道
を
歩
く
子
供
た
ち
は
、ま
だ
十
分

な
交
通
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
。車
を
運
転
す
る
大
人
が

十
分
に
気
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
。こ
れ
は
自
転
車

に
乗
る
人
も
同
じ
で
あ
る
。

　
道
路
交
通
法
で
は
、横
断
歩
道
の
あ
り
な
し
に
関

わ
ら
ず
、歩
行
者
優
先
と
保
護
を
謳
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、今
年
は
3
つ
の
重
点
項
目
を
掲
げ
て
い
る
。

①
通
学
路
を
始
め
と
し
た
安
全
な
道
路
交
通
環
境
の

確
保
と
歩
行
者
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
、②
運
転
者
の

歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と
思
い
や
り
・
譲
り
合
い

運
転
の
励
行
、③
自
転
車
・
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
利

用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
、で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、自
動
車
は
非
常
に
便
利
な
道
具
で
あ

る
が
、反
面
、わ
ず
か
な
判
断
ミ
ス
や
故
障
、ト
ラ
ブ
ル

で
多
く
の
人
を
巻
き
込
む
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
る
。あ
る
損
害
保
険
会
社
が
発
表
し
た
自
家
用
車
へ

の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
搭
載
率
は
、約
52
％
で

あ
っ
た
。5
年
前
、神
奈
川
県
の
東
名
高
速
道
路
で
起

き
た
あ
お
り
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
が
引
き
金
に

な
っ
て
、ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
普
及
が
進
ん
だ
。

こ
の
事
故
以
前
の
普
及
率
は
約
15
％
で
あ
っ
た
。

　
高
速
道
路
や
国
道
、県
道
が
危
険
と
い
う
わ
け
で

も
な
い
。農
道
だ
っ
て
危
険
は
い
っ
ぱ
い
潜
ん
で
い
る
。

「
思
い
や
り
と
譲
り
合
い
」の
気
持
ち
を
持
っ
て
ハ
ン

ド
ル
を
握
り
た
い
。
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今月の表紙「夕陽、育む」 (撮影：大崎　貴之 様)　第12回 未来に伝えたい農業・農村の風景フォトコンテスト入選作品

発
行
／
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟

　熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
2-

3

　電
話 

0
9
6-

3
2
8-

1
2
8
4

　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
6
年
4
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
先
日
、本
屋
で
雑
誌
に
落
語
の
Ｃ
Ｄ
が
添
付
さ
れ
て
い

る
の
を
目
に
し
て
、す
ぐ
に
購
入
し
ま
し
た
。平
成
13
年
に

63
歳
で
亡
く
な
っ
た
古
今
亭
志
ん
朝
、古
典
落
語
の
名
手

と
し
て
知
ら
れ
た
落
語
家
で
す
。古
今
亭
志
ん
朝
は
、落
語

四
天
王
の
一
人
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。他
に
は
立
川
談

志
、橘
屋
圓
蔵
、三
遊
亭
圓
楽
を
指
し
ま
す
。年
配
の
皆
さ

ん
な
ら
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
名
前
で
し
ょ
う
。

　
私
が
、落
語
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、大
学
生
の
こ

ろ
、飛
行
機
の
中
で
イ
ヤ
ホ
ン
越
し
に
聞
い
て
い
た
落
語

で
す
。Ｊ
Ａ
Ｌ
名
人
会
や
全
日
空
寄
席
と
し
て
チ
ャ
ン
ネ

ル
が
あ
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
Ｔ
Ｖ
で
毎
週
日
曜
日
の
夕
方
に「
笑
点
」を
ご

覧
に
な
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。軽
快
な

話
し
方
と
落
ち
が
何
と
も
言
え
な
い
妙
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。

　「
寄
席
」っ
て
、行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。私
が
最
初

に
行
っ
た
の
は
、新
宿
の
末
廣
亭
で
す
。ホ
ー
ル
み
た
い
に

大
き
な
と
こ
ろ
で
は
な
く
、山
鹿
の
八
千
代
座
み
た
い
な

小
屋
で
し
た
。落
語
だ
け
で
な
く
漫
才
も
あ
り
ま
し
た
。

　
私
が
好
き
な
落
語
家
は
や
っ
ぱ
り
柳
家
小
さ
ん
師
匠
で

す
。永
谷
園
の
お
茶
づ
け
の
Ｃ
Ｍ
に
も
出
て
い
て
、愛
嬌

た
っ
ぷ
り
の
丸
顔
が
好
き
で
し
た
。半
面
、剣
道
7
段
の
腕

前
で
自
宅
に
道
場
も
作
る
程
の
剣
道
愛
の
持
ち
主
で
し

た
。

撮影：河本　ふみえ 様

「水張り水田」

第12回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品

あ
ぜ
み
ち
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